
【医療機関の方へ】
▶SGLT2阻害薬の作用機序から血糖値が高値でなくともケトアシ
ドーシスが発現することがあります。その場合は、治療初期から十分な
ブドウ糖とインスリンの補充が必要となります。 
▶血糖値だけで判断せず、血中ケトン体測定を含む検査を実施してください。

かかりつけ以外の医療機関を受診される際にご提示ください

私は糖尿病の治療のため私は糖尿病の治療のため
スーグラ®錠（SGLT2阻害薬）

を服用しています。
スーグラ®錠（SGLT2阻害薬）

を服用しています。



▶ケトアシドーシスの症状（悪心・嘔吐、食欲減退、腹痛、
過度な口渇、倦怠感、呼吸困難、意識障害等）が認めら
れた場合にはただちに医療機関を受診してください。

　また、測定が可能な場合はただちに血中または尿中
ケトン体を測定してください。（正確な診断には血中
ケトン体測定が必要です）

▶スーグラ®錠服用時はインスリン製剤を中止しないで
ください。

スーグラ®錠を服薬する患者さんへ
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